
河 川 名 橋 梁 名 架 替 位 置 橋 長 有 効 幅 員 車 道 幅 員 歩 道 幅 員 着 手 年月 開 通 年月 工 事 期 間 全体事業費

１２．５０ｍ
６．５０ｍ
（２車線）

２．２５ｍ（上流）
２．２５ｍ（下流）

S45.8 S47.6 １年１０ヶ月 約９億円

※１　２５．３５ｍ
※１　１３．０ｍ
（４車線）

※１　４．５ｍ（上流）
※１　４．５ｍ（下流）

H9.10 H14.7
※２　４年９ヶ月
（※３　２年９ヶ月）

約５３億円

大橋川 大橋 － １３４．０ｍ １１．１ｍ
６．５０ｍ
（２車線）

２．３ｍ（上流）
２．３ｍ（下流）

S10.11 S12.8 １年１０ヶ月
約３６万円
（当時）

大橋川 新大橋 － １４０．６ｍ １６．０ｍ
１３．０ｍ
（４車線）

１．５ｍ（上流）
１．５ｍ（下流）

不明 S9 不明 不明

大橋川 くにびき大橋 － ２９６．０ｍ ２３．０ｍ
１３．０ｍ
（４車線）

３．７５ｍ（上流）
３．７５ｍ（下流）

S51.2 S56.6 ５年４ヶ月 約２２億円

大橋川 中海大橋 － ５５５．０ｍ １１．８ｍ
６．５ｍ
（２車線）

２．２５ｍ（上流）
２．２５ｍ（下流）

S58 H1 ７年 約２２億円

※１：現橋幅員 ※２：新設橋の架設と既設橋の補強等に係る期間
※３：新設橋の架設に係る期間

宍道湖大橋大橋川 ３１０．０ｍ－

河 川 名 橋 梁 名 架 替 位 置 橋 長 有 効 幅 員 車 道 幅 員 歩 道 幅 員 着 手 年月 開 通 年月 工 事 期 間 全体事業費

新崎屋橋 上流約500m ３６６．０ｍ １０．２５ｍ
７．２５ｍ
（２車線）

３．０m（下流） H7.10 H13.4 ５年６ヶ月 約２７億円

仮橋 － １８６．０ｍ ６．０ｍ － － 約２億円

神戸川 妙見橋 下流約75m ３６１．０ｍ １０．７５ｍ
７．２５ｍ
（２車線）

３．５ｍ（下流） H10.10 H15.7 ４年９ヶ月 約３１億円

神戸川 境橋 上流約30m ３４２．７ｍ １２．５０ｍ
７．５０ｍ
（２車線）

２．５ｍ（上流）
２．５ｍ（下流）

H11.10 H17.3 ５年５ヶ月 約３３億円

神戸川 神戸橋 上流約25m ３００．０ｍ
１４．３０ｍ
～１７．３０ｍ
（暫定）

８．２５ｍ
（暫定２車線）

４．０ｍ（上流）
（暫定）

H14 施工中 －
約２６億円
（暫定）

神戸川 古志大橋 上流約60m ２９８．５ｍ
１４．００ｍ
（暫定）

７．５０ｍ
（暫定２車線）

４．０ｍ（上流）
２．５ｍ（下流）
（暫定）

H7.10 H13.4 ５年６ヶ月
約５１億円
（暫定）

神戸川 馬木吊橋 下流約10m １７５．０ｍ ２．５０ｍ － ２．５ｍ（上流） H14.3 H16.3 ２年 約６億円

神戸川 馬木大橋 上流約25m １７６．０ｍ ８．００ｍ
５．５０ｍ
（１車線）

２．５ｍ（上流） H11.10 H15.10 ４年 約９億円

施工期間約６ヶ月

神戸川

橋梁一覧表

◆斐伊川放水路（架け替え）

◆大橋川

参考資料



河川激甚災害対策特別緊急事業［河川激特事業］の概要

◆目的

洪水、高潮等により激甚な災害が発生した地域につ
いて、災害復旧助成事業又は災害関連事業の対象
とならない場合に、概ね５カ年程度を目途に河川の改
良事業に関する事業を緊急に実施することにより、再
度災害の防止を図る。

◆事業主体

国、都道府県

◆採択基準

●●対象河川対象河川
　①河川の氾濫による一区域の被害が次のいづれか
に該当する場合

　　　・流出又は全壊家屋数が50戸以上であるもの
　　　・浸水家屋数が2,000戸以上であるもの
　等

●採択基準採択基準
　①再度災害を防止するために必要な一定の計画に
基づく工事であること。

　②その計画は、当該工事施工箇所の上流部及び下
流部と均衡のとれたものであること。

　③施工区域は、災害の発生状況を十分検討し、必
要最小限度の区域とすること。

　④全体事業費は10億円以上で、かつ、原則として
当該災害による一般被害総額に相当する額を限
度とすること。

◆沿革

昭和51年度より実施

◆事例
円山川（兵庫県）　平成16年10月

参考資料


